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結 合 企 業 の 重 層 性
一 団大企業の生産構造 ②一

堀 江 英 一

1問 題

わた しは,前 編では じまる連載論文 で現代 の独 占資 本主 義経 済 を構成 してい

る巨大企業 の生産構造 を今析 す るつ もりである。生産構造全体 の視角 か らの巨

大 企業 の分析はわが 国ではほ とん ど開拓 され てい ない領域 とい ってよい。 レー

二.ソに したが って生産 の集積 を独 占の基礎 にお く研 究者 は
,た だ たんに生産 の

集積 を抽象 的に強調す るだけ で,そ れが どんな集積 であ るか とい う問題一 独

占を独 占た らしめ るはずの生 産集積の特殊形態 にはま った くとい って よいほ ど

立 ちい らず,さ らに悪 い ことには,前 言 を忘れ たか の ように金融 とか 財政 とか

の海通側面 からだけ独 占を研究す る。 かれ らは ヒル フ ァーデ ィソグを流通主義

者 と非難 しなが ら,自 分 はヒル フ ァーデ ィソグの道 を歩 んで いる。 また現代企

業 の生産構 造を と りあげ る研究者が あ って も,そ れ はた とえばオ ー トメーシ ョ

ン とか コンビナ ー トとかい ったいわば部分現象 にふ れるだけであ って
,そ れ ら

の部分 現象 を巨大企 業の生産 構造 全体 のなか に位置 づけて,生 産 構造 全体 の骨

組 みを分析 する ものではなか った。わが国 では独 占の基礎 と しての生産 の集積

の問題 は,か け声だ けは大 きいが,実 は不 毛の領域 であ っ.たのセある。

わた しは,前 編1)で は,現 代 のわが 国を代表 する とわた しが考 えた産業部門

か ら,そ の部 門 を代表 す るとわた しが考 えたい くつ かの巨大 企業 をえ らんで,

そ の生産構造 を類型化 したが,.そ こでわた しが類型 皿に一括 した 自動車工業 ・

製 鉄業 ・石油化学工業 な どの巨大企業 の生産構 造が現代独 占資本主義 を特徴 づ

1)拙 稿 「巨大企業の生産構造b)一 序説」(本 誌,第106巻 第6号) 。
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けそれ を代表 する生産構造 であ ることをしめした。現供独 占資 本主 義 を特 徴づ

けそれを代表 す る生産の集積 とは こうした構造 を もつ生産 の集積 であ る。前編

では,類 型皿に一括 した巨大企業 の生産構造 を 「広義 の コンビナ ー ト」 とよん

だが,こ れか らは これ を結合企業 とよぶ ことにす る。わ たしは,前 編 では,現

実 の企業 その もののなか か ら結合企業 をえらびだ し,本 稿以降 でわた しが 分析

対象 に してゆ く結合企業 をいわば感性的 ・現象的 に確定 しよ うとしたので ある。

だが,前 編 の説 明は,い ま考 える と,多 くの点 で不充分 であ り不 完全であ って

繭 を必要 ・す るが・ い ま動 ・r昌 ・不可能 なので・
、これか らはこの不充分

・不完全 な説明 を前提 レて議論 をすすめてゆ くほか ない。

いまいったよ うに,現 代 の巨大 企業 を代 表す るの ほ結合企業 であ り,わ たし

の これ からの分析対 象辱 この結合企業 であ る。 この結合企業 は,さ きに前 編で

み たよ うに,多 くの種類 のちが った工場.を くみ合わぜ て有機 的生 産統 合体 に編

成 した企業 であ り,.こ う1..て で きあが った有機 的生産統 合体 は工 場か ら編成 さ

れ なが ら工 場 には分解 できない独 自の生産 単位 にな ってい る。現代の巨大企業

に と・ては,値 切 工舞 寵 す る・・ままでのいわゆ る工糖 理 よ りも 多 く

の工場 を尨大 で複雑 をきわめ る有 機的生産 統合体 に どの よ うに編成 し,こ の有

機的生産統 合体 を どのよ うに運営 してゆ くか とい う全体管理 がは るか に重 要 に

な っている。結 合企 業 とは こ うした有機的生産統合体 を経営 してい る巨大 企業

であるが,わ た しは この連載論文 で この有機的生産統合体 の全体 像をあ きらか

にしてゆ くつ も りであ る.。

有機的生産統合体 としての結合 企業 の ことを,ヨ ーロ ッパ では一般 に コンビ

ネ ーシ ョンとよんでい る。 ヒル フ ァーデ ィソグが 『金融資本論』 のなかでい う

コソビネ ーシ ョ.ソ,レ ーニンが 『帝 国主義論』 のなかでい うコンビネ ーシ ・ン

.は,こ の結 合企業 をさしている。だが,コ ンビネーツ ヨソは カルテル ・コンツ

ェル ン ・トラス トな どの企業合 同,こ こでい う結合企業,わ が国 でアンビナー

トと通称 され'ヒいる地域 的結 合工場 とい ワた,独 占資本主義 のちが った諸特徴

をさす 多義 的な言葉 であ って,わ が国では コソビネーシ 。ソの これ らの3っ の
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意味が区別 されないで混用され,そ のために無用な混乱がおこっている。わた

しは本稿のnで はこのコンビネーションの3通 りの意味之論理的序列をあたえ

て,結 合企業の意味をさらに明瞭なものにしようとした。本稿の皿でわたしは,

企業が多くの工場をつみ重ねて有機的生産統合体に編成 してゆ く形式一 有機

的生産統合体がみずからを編成している枠組みを説 明した。巨大企業への工場

の集積は,こ の編成の形式 ・枠組みとい う秩序をあたえられ,そ れにもとづい

て,1つ の有機的生産統合体に編成されているのである。

本稿は,全 体 として,前 編で現象的にえがいた結合企業の生産構造をその編

成形式の点から整理しなおし,結 合企業をい くつかの編成形式に秩序づけられ

た結合企業 として把握しなおそうとしたものである。そ うすることによって,

いわば雑然としていた結合企業は明確な形態をもち,こ れからの分析にたえら

れる結合企業としてあらわれ ることになる。

11コ ン ビ ネ ー シ ョ ン

わが 国では生産工 程 として相互 に関連す る異種工場 を1つ の地域 に統合pた

結合工場 を コンビナ ー トとよび,石 油化学 工業 の登場(昭 和33年)以 来,コ ン

ビナー トについての議論が さかん にな ったが,そ の コンビナ ー トの概念は文字

通 り百 花滄溟の状態 であ る。 日本経済新 聞社 『日本 の コン ビナー ト』(昭和37年)

は コンビナー トのそれ らの定 義を11種 類 に整理 してい るがビ,,そ の定 義は その

後 の10年 間に さらに増加 したであ ろ う。角谷登志雄氏 の 「独 占企業 の新結合形

態 としての合弁会社 と現代 日本資本土義」3)と 石 田和夫氏 の 『コンビナー トと

労働 の研究』(昭 和45年)4)は,コ ン ビナニ トのそれ らの定義 を,① 独立 した大企

業相互 間の企業 合同説,② それ ぞれ の個別巨大企業 の生産構造 とす る個別 資本

説(2人 は この説をとっている),③ わた しが結合工場 とよんだ生産 技術 関連説

2)日 本経済新聞社 『日本 のコ.ソビナー ト』(昭 和37年)17-29ペ ー ジ。

3)角 谷登志雄 「独 占企業 の新結 合形態 としての合弁会社 と現 代資本主劃(愛 知大学 経営 会計 研

究,第3号,昭 和39年4月)19-25ペ ージ。

4)石 田和 夫 『コンビナー トと労働の研究』(昭 和45年)172-5ペー ジ。
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の3つ に分類 してい る。 わた しが ここにコン ビナー トの定義 をか かげたのは,

それ らの定義 を分析 してそれ に決着をつけ るた めで はな くて,わ た した ちの 目

の まえにある現実 の コン ビナ ー トについて さえ∫ お互 い に お よ そ論 理次元 の

ちが った企業合 同 ・個別 資本(個 別企業)・ 結合工場 の立.場か らす る全 くちが っ

た定義 が紛糾 してい るとい う事実 をここで は っきりさせ てお き た い か ら で あ

る。

ロシア語 のKOM6HHaT(コ ソ ピナ.一ト)'は 英語 のcombination・ ドイ ツ語 の

Kombinationと 同義語 であ る。 英語 のcombinationは,ShorterOxford

Dictionaryに よ ると,「2つ 以上 の別 々の ものを結 合す る行為」 とい う意味 と

そ の.結.果として 「結合 された状態.」とい う意味が あ り,前 者 の意味のcombina・

tionがKoM6HHHpoBaHHeに あ た り,後 者 の意味 の.combinationがKoM6HHaT

に あ たる。 わた したちは ここで まずわが 国でい うコンビナ ー トが英語 のcom・

bination・ ドイ ツ語のKombinationと 同義語 であ り,Ko哲6HHaTとcombina・

tion・Koエnbinationと が 同 じ意味 の言葉 であ ることを確認 してお きたい。 と

ころが,厄 介な ことには,経 済用 語 としてのcombination・Ko皿binationま

た はKOM6HHaTに は,企 業合 同 ・結合企業(個 別企業の特定の生産構造)・ 結 合

工場 とい う論理 次元 を異 にした3つ の意味 がふ くまれてい る。 コンビナー トに

ついてのわが国 の3通 りの定義 は,い まい ったcombination・Kombination・

KOM6HH軍 の3通 りの意味 をそのまま反映 してい るにす ぎない のである。 これ

か らわ たしは コンビネーシ ョンとい う英語 をつか うことにす る。

そ こでわた しはまず,経 済用語 としての コンビネ ーシ ョンが もつ3通 りの意

味が もつ形式的 内容 を確定 して,紛 糾 の交 通整 理 をしたい。

〔1〕7ビ ネーシ ョγの第1義 一 企業合同

パル.グレーヴのDictionaryofPoliticalEconomy,Vol.1(1910)のcombi-

nationの 項 によると,コ ソ ビネ ーシ コソは,一 方 では資本 を結 合 してパー ト

ナ ーシ ップとか会社 な どの合資企業 をつ くる ことを さし,他 方 ではす でに存在

す る企業 を結合 してプール ・シンジケ ー ト(と もにカルテルの形態)と か トラス ト
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を つ くることをさして いる.。セ リグマ ンのEncyclopaediaofSocialSciences

Vol.III(1930)に は ヴ ィデ ンフ ェル トが 長文 のcombinationの 項 目を執筆.して

い るが,そ こでは合資企業 がぬけて,コ ンビネ ーシ ョンは,い ま.まで相互 に競

争 してい た独立の企業 が結合 して,カ ル テル ・コンツ ェル ンを結成 し,ま た1

つ の新 しい企業 に.合同す ること(mergerorfusi。n,実 質的には トラス ト)を さし

てい る。 こうして コソビネ ーシ ・ソは,一 方 では既存 企業 が カルテル ・コンツ

ェル ン ・トラ.ストに結 合す ることを意味 し,他 方 では結 合 してで きた カル テル

・コンツ7ル ン ・トラス トを意味 している。 そ して結合 してできあが った もの

は,カ ル テル を別 として,同 一資 本系列 に結 合 された企業集団(コ ンツェルン)

で あ りまた巨大企業(ト ラス ト)で ある。

コンビネーシ ョンは,ま ず第1に,19世 紀 末か ら20世 紀初頭 にかけては じま

った独 占資本主義 への企業合同運動 をさす とと もに,そ こで成立 した独 占の諸

形態 をさしてい るのであ る。 ここで述べ た意味 の コソビネ」シ ョンは,コ ン ビ

ネーシ ョンの最 も広い,論 理的 に最 も上位 に位置 す る概 念であ って,さ きにか

かげた コンビナー トについ ての企業合 同説 は この意味の コンビネ ーシ ョンを コ.

ン ビナ ー トと通称 され る結合工場 にあてはめ よ う.と考 えているのである。

〔H〕 コン ビネーシ 三ンの第2義 一 結合企業.,

わ たしはいま コン ビネーシ ョンを企業合同一般 として とらえたが,こ の企業

合同 には,同 一生産段 階を担当す る企業(た とえば綿糸紡績企業,ま たは綿糸紡績

企業 と羊毛紡績企業)が 水平 的に結合 す る水平的企業合 同(h・ ・i・・ntalc・具・よbinati…)

と 同一生産物 のちが った生産段階 を担当す る企業(た とえば紡績企業と織布企業)

が 垂直 的に結 合す る垂 直的企業合同(vex・a正c・mbinati。n)と の2つ の 形態が

あ る。 カルテルは もと もとは,同 一種類 の生産物 をつ くる同種企業がそ の生産

物についての市場支配 をめざして結合す るのであ るか ら.原 則 として.水 平 的

企業合同で あるが,コ ンツェル ンと くに トラス トへの企業合 同には水平 的合同

と垂直的合 同が あ り,ど ち らか とい うと垂直的合 同へ の傾斜が つ よい。 独 占資

本主 義成立 の基軸 にな った製鉄業 におけ る企業育 同は垂直 的合同 の典型で あ り,
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正 確 に い え ば 垂 直 的 合 同 を 基 軸 に し た 水 平 的 合 同 で あ る。 垂 直 的 合 同 を ね ら う

トラ ス ト ・コ ン ツ ェ ル ン は,ア メ リ カ や イ ギ リス で と くに 発 展.し た が,カ ル テ

ル の 祖 国 と も い わ れ る ドイ ツ で も,カ ル テ ル 規 制 を の が れ て 自 分 の 企 業 を 強 化

す る 方 法 と し て,カ ル テ ル に と っ て か わ っ た と い わ れ る 程 の 急 速 な 発 展 を と げ

た 。 た と え ば 銑 鉄 生 産 企 業 は,石 炭 シ ン ジ ク.一 トの 石 炭 の た か い カ ル テ ル 価 格

の 強 制 を の が れ て 安 い 石 炭 を 確 保 し よ う と し て 石 炭 企 業 と 結 合 し,ま た 石 炭 企

業 は,石 炭 シ ン ジ ケ ー トに よ る 割 当 を の が れ て 生 産 を 増 加 す る た め に 銑 鉄 生 産

企 業 と 結 合 す る 。 こ う し て 垂 直 的 企 業 合 同 が 発 展 し て 支 配 的 地 位 を し め る こ と

に な る と,個 々 の 生 産 物 の 市 場 支 配 を ね ら っ た も と も と の カル テ ル は 垂 直 的 に 「

結 合 し た 企 業 の す べ て の 生 産 物 の 市 場 支 配 を 確 保 す る 総 合 カ ル テ ル(general

cartel.ま たはMantelkartell)に 転 化 す る5)。 現 在 の わ が 国 の 日 本 鉄 鋼 連 盟 と か 石

油 化 学 工 業.協 会 な ど は 実 質 上 こ の 総 合 カ ル テ ル の 機 能 を果 し て い る とみ て よ か

ろ う 。 企 業 合 同 一 般 の う ち,垂 直 前 企 業 合 同 お よ び そ の 結 果 で き あ が っ た 結 合

企 業 も ま た コ ン ビ ネ ー シ ョ ン と よ ば れ,こ れ が コ ン ビ ネ ー シ ョ ン の 第2の,論

理 次 元 と し て は 中 位 に 位 置 す る 概 念 で あ っ て,ド イ ツ で は さ き のKombina・

tion一 般 お よ び の ち のBetriebskombinationと 区 別 し てUnternehmungs・

kombinationと よ ん で い る6)。 わ た し は 本 稿 の1で よ ん だ よ う に,こ れ を 結 合

企 業 と よ ぶ こ と に す る が,コ ン ビ ナ ー ト に つ い て の さ き の 個 別 資 本 説 は ほ ぼ こ

の 結 合 企 業 を コ ン ビ ナ ー ト と み て い る と考 え て よ い 。

5)R.Liefmann,血r`8旋%η4隔 オ∫,1905.SS.108-119(竹 内謙次訳r企 業合 同論』158-

167ペ ー ジ);K.Wiedenfeld,Combination(EncyclopaediaofSocialSciences,ed、bySelig-

man,Vol.III,1930),PP.・667.
・6)Kombinationの なかでめ.UnternehmungskQmbinationとBeLriebskDlnbinationと の区別

は次註 のハイ マソにしたが った。

ゾン・ミル トも,1916年 に改 訂 された現行版 『現代 資本主義』 のなか で,Kombinationを 実質

上Betriebskombinatbnに 限定 してWerkvereinigu㎎ とよび,Unternehmungskombination

はKonzentratbnの なかで論 じている(W.Sombart,。 肋 ㎜ 礁 隅 β 凡 ψ加 胆5賜π∫.Band

III,ZweiLerHalbband,1955,Kap.50.51)。 この結合企業combination41ま たintさgration

ともいわれ る。 ゾソバ ル トは,1902年 の 『現代資本主義 』の初版のなかで,dieko皿binierte

Unt巳rnehmungと い う言葉 をつか ってい るが(BandI.Kap,25の 表題).そ れは手 工業職場

を結合 したBetrieb団{ombinationを 意 味 してい る。

なお りー フマソは ここでい うUnternehmungskombinaLlonだ けをKombinationと よんで

いる(R.Liefmann,(ψ.漉.,SS.38-39〔 竹内訳,前 掲書,48-49ペ ージ〕)。
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「産業集中問題へ<V1研究」と副題したハイマソの『ドイツ大製鉄業におけ

る結合企業』は， ドイツ製鉄業にかぎってではあるが，吉きの企業合同一般か

ら区別して結合企業そのものの内部の生産構造を実証的にあきらかにしようと

したおそら〈最初の研究であり，また今日にいたるまで結合企業の生産構造に

ついでの数すくない研究であるロヒノレファ ディ y グの『金融資本論~ (初版19

10年〕とレ ニンの『帝国主義論~ (初版1917年〕とのコンビネ-，/:;1"/論は，ヘ原

則的に，ハイマ Yがそこで展開した結合企業論をひきつぎ，それにしたがって

いるとみて差支えなかろう。ハイマンはその書物の第3章「結合企業の組織]

(Die Organisation der gemischten Werl吋をつぎの文章ではじめている一一

「その lつが原料を供給し他がそれを加工する(という関係にある・筆者コ異なっ

た生産諸段階の製鉄経営 (Betrieb)， したがってたとえば鉱山と高炉，高炉と庄延工

場，比延]場と機械工場が 1つの企業 (Unternehmung)に結合されると，技術的に

も経済的にも大きな利益がうまれ〔るがJ，その芳i協は， 鉄鉱石と石炭から完成圧延

，1もと機械にいたるまでの全製鉄業の生産諸段階が多く 1つの企業に結告される陪ど，

大きくなる。個々の工場分業，ちがった経営がまた地止ま的に集中古れ，そのために結

合工場 (Bet口ebskombination)があらわれるときに，この利益はもっともつよくあて

はまる」わ。

ハイマ γは， 当時のドイツ製鉄独占を構成し℃いた巨大製鉄企業を diege-

mischte Werkeと規定し， この die gemischte Werke をまず第 1に，地

域的に分散しているかどうかにかかわりなし製鉄諸段階を結合している企業

を結合企業としてとらえている。かれのいう diegcmischte Werkeはまずな

によりも結合企業である。製鉄業では，石炭業とか鉱山業と製銑・製鋼・圧延

とを同一企業または同 つソツヱノレンのなかで結合できても，この両者を地域

的に結合することは不可能であり，きらに製銑企業と製鋼圧延企業が同一企業

に結合しても，それらはかならずしも地域的に隣接しているとはかぎらなかっ

7) H. G. Heymann， Die ge畑町htp.Werke叫 deutschenGrosseisengewerbe-Ez"n Beitrag 
zur K白1-Zentrat同 nder lndustrie， 1904， S. 211 なおヒルアァーディソグとレーニンのコソ
ピネ γコソの規定については， r金融資本論， (岩波士庫〕中.32-36ベータと r帝国主義論』
〔岩波文席)31ベージ参照。
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た。だが， この結合企業のなかでは，製銑・製鋼・圧延の諸段階を結合してい

わゆる銑鋼一貫製鉄所をつくる方向が確定していた。かれはこの銑鋼一貫製鉄

所さらにそれに機械工場を加えた製鉄所を結合工場とよんでいるのであり，し

たがってかれにと勺ては結合工場は結合企業の広大な生産体系を構成する重要

な一部分であったとい勺てよいであろう。園内に原料炭と鉄鉱石をかいている

わが園の製鉄業は，製鉄結合巨大企業は純粋に銑鋼一貫製鉄所という結合工場

の集積体としで完成されることになった。アメリカ・ドイツ・イギリスなど原

料炭と鉄鉱石を産出す吾諸国では，結合企業と結合工場は明瞭に区別でき，結

合企業がその一部として結合工場を内包している姿が理解できる。

[illJ コンビ不ショ Yの第3義 結合工場

ハイマンは，いま説明したように，結合企業の一部を構成し，それにとって

の下位概念としての，製鉄所にみられるような結合工場を，独占を構成する巨

大企業の新しい特徴として，重視した。新しい製鉄所では J クス工場・高

炉工場転炉または平炉工場・各種圧延工場さらには機械工場などの連続する

生産段階を担当する多くの異質工場が結合するばかりでなく，コークス士場と

高炉工場からでるガスを利用する石炭化学士場が側面から結合Lている O そし

てこれらの製鉄所を構成している工場にはそこでの技術水準に応じてちがっ?で

「最適規模」があるから，これらの多数の異質工場を集積した製鉄所は均衡の

とれた有機的統一体になるためには巨大な規模になるへ それについては前稿

のなかで製鉄業と石油化学工業を実例として説明した。フォーゲノレシュタ吋ン

は，かれの『資本主義的工業の金融組織と独占形成』の第2章で，これを「工

業単位の拡大J(Expansion der industrlellen Einheit) ととらえ，独占形成の重要

な要因においているヘ コンビナートについてのさきの生産技術連関説はコン

ピ不ージョ Yをこの結合工場だけに限定しようとするものである。結合工場は

重化学工業の巨大企業で決定的重要性をもっにいたっているが，それでも現代

'8) H. G. Heymann， op. cit.， SS. 234-5 
9) T. Vogelst白n，Diefl悶 anzielle0γganisation der kaTitalistischen Indust円ieund die 
Mフnopιlbd"品ng，Aufi. I， 1914 (寺村鉄三山本道雄訳『独占理論の展開j)白第2章.
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。J巨大企業の生産構造が結合工場だけにつきるわけではない。結合工場は結合
企業の部分を構成する下位概念にすぎない。

ところでイマンは，さきの引用文につづいて「結合企業に属さない結合

工場J(Betrieb.skombination ohne Unternehm 

る。 ある高炉工場が隣りの製鋼一仁場に溶銑(湯)を供給Lて結合工場をつくり

ながら，両者が別個の独立した企業に属している場合とか，製鉄所のなかで製

鉄諸工場と石炭化学諸工場が生産物の給付関係で結合していながら，珂者が独

立の企業に属している場合を指摘している。 だが， かれは， 前者については

「その必然的結果は一般に 両工場 (Betrieb)の 1つの企業への結合であるJ

と述べ，後者については「主工場がほとんど常に副工場に金融的に参加してい

る」と述べて，結合工場が原則としておなじ企業またはコンツェノレンに属して

いると考えている問。そして製鉄業に関するかぎりは，多少の例外をのぞいて，

ハイ 7'/の指摘はわが国にもあてはまる。プリ品-~:/の『資本主義的コンビ

ナート化』は， コY ピネーション(ロシア語ではコンビナート〕を結合工場に限

定した。わが国で普通っかわれているコ γ ピナートの概念はフリューミ Yのコ

ンビネーショ Y概念からきたものであって， コY ピネ-'/ョン(コンビナ ト〉

の本来の概念からきたものではない。さらにプリユーミ γは，ハイマ y よりも

さらに厳しし結合工場を同一企業に限定した。

プリューミ γ は資本主義社会。コ Y ピ不一 γ ョンをつぎのように規定してい

るo その要点だけを摘記することにしよう一一一

(1) Iコソピナ トの物質的基礎は，コンビナートD構成りなかに包含され Cいる個

々の部門の聞のある種の技術的統一性である」コ

(2) Iかりにわれわれがg 銅熔解工場と， この銅熔解工場の燃焼ガスで動ドている硫

酸製造の装置とをもっとしょう。 ー これらの生産単位の聞には，きわめて密接な

不断の関連が確立されるべきことは明白である。ところがこの関連は，これらの両

生産単位が，単一の企業白構成のなかに包含されるとしづ条件においてDみ保証吉

10) H. G. Heymann，噌 ctt.，SS. 212-3 
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れうるJ。

(3) Iコソピナ トは，ー ・コ Yピナートのあらゆる生産が 1点に見出されるという

意味において0)， 空間的統性の現存を予想するJoll)

こうしてプリユーミンはコンビネーションを同一企業に属する結合工場に限

定した。プリユーミンのこの規定は，第2次大戦までの結合工場，とくに当時

までの製鉄業と化学工業の結合工場の現実を整理した概念であり，さきに述べ

たように， いまでも製鉄業そのものに属する結合工場には原則的に妥当する12L

だが，第2次大戦中とくにそれ以後急速に発展をはじめた石油の広汎な利用

が結合工場のプリユーミ γ的概念を破壊してしまった。まず第1に，鹿島・鶴

崎にみられるように，精油所を核と Lて精油所のまわりに火力発電所・製鉄

所・いわゆる石油化学コンビナートが集中した，レままで想像もできなかった

ような広汎な結合工場があらわれ，そこではプリユーミ Yの規定とは反対に石

油精製企業・電力企業・化学企業がそれぞれの部門を経営している。さらに第

2に，こり広汎な結合工場りいわば部分を構成している製鉄所・石油化学コン

ヒナ-fがまたそれぞれ治大な結合工場である。製鉄所が主と Lて同一企業に

属する結合工場であるのに対1--，石油化学コ γ ピナ 十は，前稿でみたように，

それぞれ独立した多〈の企業がコ γ ピナ トを構成している諸工場を経営して

いる。これはわが国にかぎられた現象ではなし世界共通とい 4 てよい傾向で

あって，ここでもプリェーミン的概念はまった〈通用しない。世界でもっとも

古くて最大の石油化学コ Y ピナートであるアメリカのメキγ コ湾岸のガノレフ・

コーストのェチレン配給網をみれば，そのζ とはあきらかであるm

11) 1'1. r. BmOMHH， Kanuma.llucm即時間e l(o.u6uuup08aUlle， 1934 (松崎融太郎訳「多角的企
業論J)8および10ページ。 I多角的長主議」は内容からいって誤訳である。
わたしはソ，yェート連邦の百科辞典白なかから， KOMUUHaTbl (小百科初版第4巻， 1929年〉
KOM6MHMpOBaHJ.:le B np醐国凹居間0πM(;j、百科第3版第4巻， 1959年，大百科初版第1.，巻， 1938 
年〉を醜訳してもらって樟討してみたが，そのなかでuンビ7 トを田白に結合工場に限定して
いるのは，プリユーミソが執筆したと思われる大百科初脹だけである.プリユーミン的コンピナ
ート論は μ シアでも一般的見解ではなさそうである。
12) 上林貞次郎「結合工場の理論J C大阪商科大学創立60周年記念論文集，昭和田年10月〉は，い
まのところ，研究史の唯一のまとまった整理である。だが，時代的制約りため，重層性の問題も
戦後の新しい動向の問題も白けている。
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ガノレフ・コ ストのエチレン配給網

員yttII主ZJ41主
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ティスァィフス

セラニーズ

ーノ.c....]ルドーム

dこ了ワレ
はトメβvプ

-;> 

Pルドーム

ノhシサ~I ゾ五ファーソン化予

シンクレヤ fコッハーλ線

情考 1 平川芳彦編『石油化学。実際知識~ (昭和記午)213ページカらとる。

〔町〕 総

2品はそζに註記してある企業の工場， Qは天然ガスを採加したあt"ド
ームで，フゲス0貯蔵につかわれτいる。ー「寸土ハイプ・ 7インをレめす。

括

英語の combina tion .ドイツ語の Kombination .ロ Y ア語の KυM61lHaT

(したがって KOM6日間puBaHHe) は， いままでくわしく説明してきたように， 企業

合同・結合企莱・結合工場という 3iJflりの意味をもヮている。それらの 3つ

はすべて独占資本主義に固有の現象士さしており，そのかぎりで相互に関連し

あっている古む しかしそれにもかかわらず， それらは独占資本主義の論理的に

次元のちがった3つの側面をさ Lている。 トイツ人はそれを Kombination・

Unternehmungskombination・Betriebskombinationとよんで区別したが， オフ

たしもことで企業合同・結合企業・結合工場というように区別することにした。

わが国でコ yピナートとよんでいる現象は Betriebskornbination=結合工場な

13) なお池田小太郎「海外におけるコソピナートJ (通商産業研究， NO.94，昭和36年)78ページ
参照.
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りであるが， コンピナートという言葉を聞いた瞬間，ひとびとはちがった概念

をもち込んでこりコンビナート〔実は結合工場〕をよね廻した。わが困のコ γ ピ

ナート論が紛糾するのは当然であろう。

コンピネーション白第l義企業合同は企業聞の結合関係と巨大企業の形成

過程をしめすものであれ ζの問題はこの連載論文とは別の機会にとりあっか

うこ土!こして，ととではできあがった巨大企業の生産構造をとりあっかうこと

にする。

1lI結合企業における工場の結合様式

現代資本主義士特徴づけそれを代表する巨大企業は， うえに説明したように，

結合企業であるが， この結合企業は，地域的に分散しながら生産工程として相

互に関連している異種の工場を直按に組織するか，それらをまず結合工場にま

とめてさらに地域的にはなれた異種の工場または結合工場と結合するかの区別

はあるが，とにか〈異穫の多くの工場を有機的な生産統合体に構成Lている。

結合企業とは，一般的に表現すれば，生産工程として相互に関連する多くの異

種工場を有機的な生産統合体に結合した巨大企業であるということができる。

そこでわたしはつぎにこうした異種工場を有機的な生産統合体に結合する様式

を整理jる乙とにしたし、。わたしは次稿でこの結合がもっ技術的・経済的内容

を検討する予定であるが，そのためにも ζ 乙で工場の結合様式を整理しておく

ことにする。

2日世紀初頭町ドイツ製鉄業の結合企業を研究したハイマYは，炭坑ー鉄鉱山

一ーコークス丁場一一高炉工場・圧延工場さらに機械工場のように原料加工の

一貫した諸段階を担当する諸工場を結合する様式L コークス工場からでる副

生石炭ガスを加工する石炭化学諸工場を結合する様式とをしめしているへ レ

ーニ γはそれをそのままうけついで，コンビネーシ翠ンは「あるいは原料加工

の一貫した諸段階(たとえば鉄鉱から銑鉄を精錬し， つぎに銑鉄を鋼鉄に精製L，な

14) H. G. Heymann. o.ρcit.， SS. 211-2 
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らびにおそらくは鋼鉄からあれこれ0)%成品を生産する)をなすか，あるいは相互に

補助的な役割を演ずる種々の工業部門くたとえば，廃物または副産物の加工，包装

材料の生産，等〉を，1{岡の企業に結合するととである」と述べた問。ヴィデン

フヱノレトは， 1930年になってもなお，いまい勺た炭坑から製鋼工場にし、たる製

鉄業の結合・紡績工場と織物工場と染色工場および仕上工場との結合 いわ

ゆる進行工業の結合様式と，褐炭坑山とそこでできる粉炭を利用する練炭工場

さらには発電所との結合 副生生産物またはl廃物を利用する工場の結合様式

しか考えていなしJヘ
工場の結合様式の問題は，結合企業の問題として本格的に展開されたよとは

なく，主として結合工場の形態の問題として研究されてきたといってよい。だ

が，結合工場を構成する工場の結合様式は，地域的結合という特殊契機(これ

は次稿で述べるように重要ではある〕をのぞいては，その主主結合令業における工

場の結合様式にあてはまる。結合工場における工場結合様式については，ゾン

パノレトが1919年のアメリカの工業セγサスを資料として分類した結合工場(か

れは Werkvereinigungとよんでいる)の結合様式がもっとも詳細であるがm か

れのいう 「現代資本主義J (der moderne Kapitalisr町，)さらには「高度資本主

義J(der Hochkapitalismus)が産業資本主義と独占資本主義を区別しないで両者

を一括した資本主義を意味しているのに対応して，その工場の結合様式は現在

の巨大な結合工場における工場の結合様式の分類としては適当ではない。結合

工場における工場の結合様式についてのプリユーミンの分類が現実の結合工場

をもっとも論理的に整理している冊。

プリユーミンは，結合工場が製鉄業→製鉄石炭化学工業→化学ム業と拡充し

ていった発展段階を対象におきながら，そうした結合工場の発展段階を結合工

場の論理構造り展開としてとらえようとしている。そこには，マノレク月が小営

15) レーニン，前掲書， 31ベーシ。
]6) K. Wiedenfeld. o.ρ cit.. S. 664. 
17) W. Sombart， op. cit.， Band II， Zweiter Halbband， 1955， SS. 809-13 
18) プリソ，前掲訳書， 91-102べ一人
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業→協業→マニュファクチュア→工場の資本主義的生産様式の発展段階を附時

に論理次元の展開過程よしてとらえたあの方法がとられている問。

第 1段階。まえの工場の主主宝物をつぎの工場が原料として加工するというよ

うに，それぞれの工場が生産工程の継起的諸段階を担当する様式で結合してい

るもので，この垂直的な工場結合はもっとも単純で基礎的な形式である。製鉄

業におけるコークス工場→高炉工場→製鋼工場→圧延工場，繊維工業における

紡績工場→織物士場→染色仕上工場といった結合はこの様式である。現実の巨

大製鉄企業は複数のこうした結合を経営し，巨大繊維企業はさらに綿糸・羊毛

.人絹・合繊系列のおなじような結合を兼営Lている。

第 Z段階。プリュ ミγが「過渡的段階」とよんでいる結合様式で，第l段

措の結合様式から生じた副産物または廃物を原料としτ順次に加工してゆく結

合様式である。製鉄業におけるコークス工場または高炉工場の廃ガスを順次に

加工してゆく石炭化学諸工場の結合，高炉工場のスラッグをセメントに加工し

てゆく諸工場の結合などがこの様式に属する。こうした製鉄所では，たとえば

コ クス工場でできるコークスは本来の製鉄系列の諸工場の垂直的結合にむす

びつき，おなじコーク久工場でできる副生ガエの一部は石炭化学工業系列の諸

工場の垂直的結合にむすびっく。おなじ原料工場を共通の起点とすることによ

って 2つのちがった系列の垂直的結合がむすびついている。

第3段階。石炭化学工業や電気化学工業では，最初の基幹原料工場でつ〈ら

れるもがった基幹原料を出発点として，それに応じてちがった多くの系列の工

場の垂直的結合が，途中り半製品の相互供給によ勺らさらに 2重.3重に結

合して網の目を構成する。プリュ ミンは多系列の垂直的結合の多重の再結合

から構成されている結合様式を「真の意味における原料の総合的利用に立脚す

るコ Y ピナート」とよび，最高段階の結合様式と考えている。石油化学工業で

はこれは最高形態にまで完成した。

ブリェーミ γは， まず諸工場の乗直的結合全最も単純な基本的形態〈第 1形

態〉におき， ついでこうした多系列の垂直的結合を共通の原料工場によって 1
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重に水平的に結合し(第2形態)，最後に多系列のこの垂直的結合を，共通の原

料工場ばかりでなくさらに系列聞の半製品の相互供給によって 2重・ 3重に

水平的に結合している〔第3形態〉。かれの結合様式論は，一放に普及している

「たてのコ γビナート」・「ょこのコンビナート」・「たてとよこのコンピナ

ート」という結合様式論即より遥かによく現実をとらえ，しかも現実を論理化

しているといってよい。この結合様式論でいう「よこのコ Yピナ ト」はたと

えばナフサをエチレ γ.プロピレン・ブチレ γに分解することをいっtいるだ

けc，そこにはまえの「たてのコ γピナート」が内包されておらず，したがっ

て「たてとよこの Jγピヲート」は全体を統合した結合様式とはいえそうもな

い。だが，プリュ ミンの結合様式論は現代の代表的工業である組立工業にみ

られる結合様式をまったく見落している。前稿でみたトヨタ自動車工業〈株〉

の本社「工場」のような結合工場は多〈の自動車企業・電機企業・造船企業の

1:1:場」にみられることで，ぞれらの「工場]は 1工場」と通称されながら

多くの事業部に属する工場の結合体つまり結合工場であることが多い。 ζの種

類の結合工場では，それぞれの部品系列の工場が垂直的に結合して，こうした

部品系列の垂直的結合が水平的に並列し，それらの並列するいく本もの垂直的

結合を組立工場で水平的に結合している。この結合様式はかれの 3つの様式に

はふくまれていない。

そこで，プリユーミンの3つの結合様式に組立工業の結合様式をくわえて，

4つの結合様式が結合企業における工場の結合様式の基本的類型と考えること

ができる。現実の巨大な結合企業は，こうしたそれぞれの類型を複数に経営L-，

またこれらの類型をい〈っか組み合せて経営しており，その意味ではそれぞれ

の類型は工場の結合町単位であるということになる。さらに，乙れらの類型は

19) 結合工場としてりコソピナ トの分類としては，業種別分類がもっとも多い。たとえば通商産
業研究. No.94 の言論戊および前掲『日本のコンビナー I'~ の II 1コンビナートの実態」を書
風それらは業種別実態報告になっている。
これらり研究なしには結合工場の理論的研究はありえないが，これらり業種別実態報告を類型
化した研究はわが国にはほさんどない。数少ない研究0:>1つは中村忠 『コンピナートと地域社
会』であるが，そこには， 1たてJ'1ょこJ 1たてとよこ」という分類がまったく並列され亡い
る(2-3ベージ)， ~ 0:>分類がもっとも広く普及している常識的分類であろう。
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それ自身と Lては結合工場における士場の結合様式であるが，それはさきに述

べたように，工場の地域的結合としての結合工場ばかりでなしそれをはなれ

て結合企業における工場の結合原理としても通用する。ここではこれらの類型

を，まず第1に結合企業における工場の結合様式の原理として，したがって第

2に結合工場をそのなかにふくむ)lJ(J1Ilとして，考えてきた。結合企業における

ム場の結合様式はつぎの基本類型にわけることができる一一

[1] 単線垂直的結合。ブリユーミンの第 1段階にあたり，結合様式の基礎

をなす最も単純な類型である。

[2) 原料工場共通型複線垂直的結合。プリユーミンの第2段階にあたり，

2つ以上の垂直的結合がおなじ原料工場からでるちがった原料を起点とすると

いう形で水平的に結合Lている。

結合企業における工場の結合様式

類
別

E

〆

、〈¥y之

、、
、、
、、
、、
、、
¥
 

¥
 
、

、、、
F 

Xノ
類型 I 

類型町

備考ヒニコは結合企業._--は工場，→は加工対象の流れは類型の発展序列，
をしめす。
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(3) 組立工業型複線垂直的結合。プリェーミ Y にない類型で，複数のちが

った垂直的結合が，そこからでてくる半製品を lつの完成品に組みたてまた合

成するという形で水平的に結合している。

(4) 総合型複線垂直的結合。プリユーミンの第3段階にあたり，うえに述

へた類型II. IIIを総合した類型である。ちがった複数の垂直的結合が同-0)原

料工場と相互間の供給関係によコて 2重・ 3重に水平的に重合した結合様式で

あって，複雑なネヅトりークを構成している。

とれらの結合様式を図示すると，前頁の上うになる。

IV 結合企業の重層性

わたしは，前稿では，そ乙で類型皿に一括したような生産構造をもっ巨大企

業が現代のわが国を特徴づけ代表する巨大企業であり，その巨大企業はたんに

多数の工場を集積しているばかりでなしそれらの工場を結合して 1つの有機

的統合体を編成し，したがって巨大企業の生産構造をなすこの有機的生産統合

体は工場から構成されながら，工場には分解できない現代の生産単位である ζ

とを，現実的に現象論的に説明した。現代の巨大企業の大規模性はなによりも

この生産単位としての有機的生産統合体の巨大性にあるのであって，集積した

工場のたんなる多数性にあるのでないことを説明した。

わたしは，本稿では，前稿であきらかにした有機的生産統合体という現代の

巨大企業の生産単位の形式的な内部構造一一形式的秩序を説明してきたが，そ

れはつぎのような重層的構造をもっていた

(1) 結合企業は，いうまでもなく，多数の工場を経営L，それらの工場か

ら構成されているゆ

(2) 結合企業は，多数のt場の集積から構成きれているばかりでなくて，

一定の合理的秩序をもった有機的統合体である。そしてこうした有機的統合体

に秩序をあたえている新しい構成原理は垂直的結合であり，それはさらに単線

垂直的結合一一原料工場共通型複線垂直的結合 組立工業型複線垂直的結合
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一一総合型垂直的結合にわかれ，そうしたものとして巨大企業の生産構造の編

成原理になっている。

[3J 結合企業のなかでこうして秩序づけられたよ場の結合は，ある場合に

はそれぞれ地域的に分散した工場の結合という形態をとり，ある場合には 1つ

の場所への地域的結合つまり結合工場という形態をとり，またある場合には結

合工場を部分構成としてふ〈む空間的結合という複雑な形態をとる。最後の複

雑な形態の場合には結合企業の生産構造全体は，工場一一結合工場一一結合企

業という 3重の構造になる。

本稿は結合企業の生産構造がもっこうした重層性の形式を説明してきたのわ

たしは次稿からこれらの形式がもっ技術的・経済的内容を説明することにする。

(1971年 5月脱稿〕


